
第
二
小
学
校
は
今
年
、
109
歳
。
来

年
、
開
校
110
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
郷
学
校
を
東
西
２
校

に
統
合
す
る
形
で
つ
く
ら
れ
た
の
が

今
の
第
一
小
学
校
（
東
三
鷹
尋
常
小

学
校
）
と
第
二
小
学
校
（
西
三
鷹
尋

常
小
学
校
）
で
、
明
治
26
年
の
開
校

で
す
。

今
の
天
文
台
の
構
内
に
あ
っ
た
長

久
寺
の
大
沢
学
校
と
連
雀
村
・
井
口

院
の
連
雀
学
校
か
ら
、
130
人
の
子

ど
も
達
が
教
師
に
連
れ
ら
れ
、
コ
の

字
型
の
三
教
室
、
木
造
茅
葺
き
の
新

校
舎
に
入
っ
た
の
が
第
二
小
学
校
の

`
は
じ
ま
り
の
日
a
で
す
。

そ
の
時
は
ま
だ
、

シ
ン
ボ
ル
の
`

桜
の

木
a

は
、
校
地
の
外

に
あ
り
ま
し
た
。

開
校
時
の
小
学
校

は
４
年
間
の
義
務
制

で
し
た
が
、
強
制
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
た
め
就
学
率
は
50

パ
U

セ
ン
ト
程
度
で

し
た
。

そ
の
後
、
教
育
に

対
す
る
考
え
の
変
化
、

関
東
大
震
災
に
よ
る

都
心
か
ら
の
人
口
移

入
等
に
よ
り
児
童
数

が
増
え
続
け
、
そ
の

度
に
校
舎
の
増
築
、

校
地
の
拡
張
が
重
ね

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
`
桜
の
木
a
が
校

地
の
中
に
入
っ
た
の
が
、
大
正
期
で

す
。第

二
小
学
校
を
語
る
時
、
ま
ず
誰

も
が
口
に
す
る
の
が
、
校
庭
の
真
ん

中
に
立
つ
二
小
の
シ
ン
ボ
ル
`
桜
の

木
a
で
す
。
樹
齢
は
正
確
に
は
判
り

ま
せ
ん
が
、
二
小
よ
り
も
古
い
こ
と

は
確
か
で
す
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿
命
は
普
通
、

50
年
か
ら
60
年
く
ら
い
だ
そ
う
で
す

か
ら
、
優
に
100
年
は
超
え
た
二
小

の
桜
の
木
は
、
ま
さ
に
長
寿
。
今
も

道
往
く
人
に
た
め
い
き
を
つ
か
せ
る

ほ
ど
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
夏
に

は
100
人
が
憩
え
る
ほ
ど
の
大
き
な

木
陰
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
`
奇
跡
a
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。

先
行
き
の
不
透
明
感
が
一
層
に
つ

の
る
今
日
で
す
が
、
こ
の
桜
の
木
の

下
に
立
つ
時
、
こ
の
木
に
だ
け
は

「
未
来
」
が
見
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
て
き
ま
す
。

学
校
は
今
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
二
小
も
、「
継
承
と
創

造
」
を
テ
U
マ
に
、
守
る
べ
き
は
守

り
、変
え
る
べ
き
は
変
え
た
い
と
今
、

職
員
の
総
力
を
挙
げ
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
継
承
」
す
べ
き
こ
と
は
、「
地

域
の
人
々
が
豊
か
に
行
き
交
う
場
と

し
て
の
学
校
づ
く
り
」
で
す
。
二
小

の
特
色
に
、
地
域
の
方
々
の
学
校
に

対
す
る
愛
着
の
並
々
な
ら
ぬ
強
さ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
応
え
る
学
校
づ

く
り
と
し
て
、「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
導
入
」
（
現
在
、
120
人
）

に
目
下
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
創
造
」
す
べ
き
は
、「
保
護
者

や
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

で
す
。
そ
の
前
提
と
し
て
内
に
開
か

れ
た
教
師
集
団
づ
く
り
を
進
め
つ

つ
、「
学
校
公
開
の
拡
充
」「
学
校
運

営
連
絡
会
の
活
性
化
」「
外
部
評
価

の
実
施
」「
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
へ
の

参
加
」「
学
校
施
設
の
積
極
的
開
放
」

な
ど
に
目
下
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
達
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
、
昔

も
今
も
１
日
24
時
間
で
変
わ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
昔
に
比
べ
格
段
に
増

え
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
い
て
も
同

様
で
す
。

「
縮
減
さ
れ
た
時
間
の
中
で
学
校

は
何
を
最
優
先
に
し
て
い
く
べ
き
か

¿
」、
こ
れ
が
、
今
の
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
の
、
二
小
の
課
題
で
す
。
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「
グ
ッ
ド
モ
U
ニ
ン
グ
、
エ
ブ
リ
バ
デ

ィ
U

」「
グ
ッ
ド
モ
U

ニ
ン
グ
、
テ
ィ
U

チ
ャ
U
」

子
ど
も
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
照
れ
な
が
ら

も
元
気
な
声
と
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
テ
ィ
U
チ
ャ
U
の
明
る
い

声
が
、
教
室
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

三
鷹
市
で
は
、
今
年
度
よ
り
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
に
、
市
内
全
小
学
校
の

５
・
６
年
生
を
対
象
に
英
語
活
動
の
学
習

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
際

理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
、
児
童
期
に
生
の
英
語
に
親
し
む
経
験

を
さ
せ
る
こ
と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
U
シ
ョ

ン
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自
国
の
文

化
を
理
解
し
、
他
の
国
の
文
化
を
理
解
す

る
と
い
っ
た
国
際
理
解
を
深
め
る
上
で
有

効
で
あ
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
活

動
で
す
。

講
師
は
、市
内
に
在
住
の
市
民
の
方
や
、

国
際
基
督
教
大
学
の
学
生
、
ミ
シ
ョ
ッ
プ

（
三
鷹
国
際
交
流
協
会
）
か
ら
派
遣
さ
れ

た
方
、
そ
し
て
、
そ
の
小
学
校
の
保
護
者

の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ど
の
講
師
も

小
学
校
の
担
当
の
先
生
と
授
業
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
協
力
し
て
指
導
に
当
た
る
な

ど
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

英
語
活
動
の
授
業
回
数
は
、
今
年
度
、

各
ク
ラ
ス
最
低
15
時
間
は
確
保
す
る
方
向

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
に
よ
っ

て
は
、
よ
り
習
熟
を
深
め
る
と
い
う
こ
と

か
ら
担
任
の
先
生
（
ホ
U
ム
ル
U
ム
テ
ィ

U
チ
ャ
U
）
だ
け
で
英
語
活
動
を
行
う
学

校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
こ
こ
の
教
室

で
は
英
語
だ
け
で
話
す
ん
だ
」
と
い
う
子

ど
も
た
ち
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
余
裕

教
室
を
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ル
U
ム
」
と

し
て
活
用
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
英
語
活
動
の
主
な
内
容
で
す
が
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
外
国
語
に
触

れ
た
り
、
外
国
の
生
活
や
文
化
な
ど
に
慣

れ
親
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
小
学
校
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
や
ゲ

U
ム
な
ど
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
小
学
校
の
先
生
も
初
め
て
の

英
語
活
動
の
授
業
に
向
け
て
事
前
に
研
修

を
重
ね
、
主
に
２
学
期
か
ら
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

今
後
は
授
業
を
通
し
た
研
修
や
ア
シ
ス

タ
ン
ト
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
テ
ィ
U
チ

ャ
U
と
一
緒
に
行
う
研
修
、
ま
た
、
中
学

校
の
英
語
の
授
業
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
た
研
修
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
英
語
活

動
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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（４）１４t１２t１みたかの教育

学校紹介 第二小学校

市
内
全
小
学
校
で
英
語
活
動
始
ま
る楽しく学べるイングリッシュ

ルーム（第五小学校）

ゲームなどを取り入れた英語
活動のようす（東台小学校）

〇
学
校
の
教
育
活
動
の
参
観

〇
学
校
の
運
営
方
針
や
教
育
活
動

へ
の
助
言

〇
学
校
・
家
庭
お
よ
び
地
域
と
の

連
携
へ
の
助
言

〇
学
校
の
外
部
評
価
の
実
施
お
よ

び
評
価
結
果
の
公
表

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

学
校
が
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
意

向
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
学

校
運
営
や
教
育
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
運
営
連
絡
会
は
、
こ
の
よ
う
な

ね
ら
い
を
実
現
す
る
た
め
、
各
学
校
が

設
置
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の

意
見
交
換
を
と
お
し
て
、
学
校
お
よ
び

校
長
へ
の
支
援
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

「
学
校
運
営
連
絡
会
」
の
ね
ら
い

市
内
の
い
く
つ
も
の
学
校
で
、
教
育

目
標
や
教
育
内
容
、
教
育
活
動
の
実
施

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
か
ら
ア
ン
ケ
U
ト
で
評
価
や
意

見
な
ど
を
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
教

育
活
動
な
ど
の
改
善
・
充
実
に
生
か
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
す
べ
て
の
学
校

で
こ
の
よ
う
な
外
部
評
価
を
積
極
的
に

行
い
、
地
域
に
開
か
れ
た
よ
り
よ
い
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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・学校からの積極的な情報提供
　(学校だより、ホームページ等)
・学校の自己評価の結果の公表

小・中学校
保護者

地　域
・学校運営や教育活動
　への助言
・外部評価結果の説明、
　改善点の提言

学校運営連絡会

・保護者代表、地域関係者など

・校長、教頭、教諭など

・外部評価の計画・
　実施
・評価結果の報告

・外部評価計
　画・実施の
　依頼

評価委員会

学
校
か
ら
の
情
報
提
供

意見や要望

学校運営連絡会のしくみ

　子ども達に、
人を思いやる優
しい気持ちが育
っていますか。

〈心の教育について〉

〈基礎・基本の定着について〉
　子ども達は学
習がわかり、基
礎的な力が身に
付いていますか。

　道徳の授業の指導方法を工夫し、年間50
時間実施します。総合的な学習の時間にボ
ランティア活動単元を取り入れたり、学級
活動にエンカウンターを取り入れたりして
心の教育を充実させます。また、生活指導
においても心の教育を重点化していきます。

　基礎・基本の
定着のために指
導方法の工夫、
朝学習の充実な
どを図ります。

外部評価の例（四小）

ややあてはま
らない　6%

ややあてはま
らない　4%

あてはまら
ない　0%

あてはまら
ない　1%

あてはまるあてはまる
26%26%

ややあてはまるややあてはまる
31%31%

普通普通
36%36% あてはまる

26%

あてはまるあてはまる
25%25%

ややあてはまるややあてはまる
40%40%

普通普通
31%31%

あてはまる
25%

ややあてはまる
31%

ややあてはまる
40%

普通
36%

普通
31%

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
外
部
評
価

〜
学
校
運
営
連
絡
会
の
取
り
組
み
〜

地
域
に
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
学
校
を
目
指
し
て

今
、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
二
小

二
小
の
110
年
を
見
守
り

続
け
る
`

桜
の
木
a

…

来
年
、110
歳
¿

主

な

活

動

今
、市
立
の
小
・
中
学
校
で
は
、学
校

や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
、
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
の
方
々

に
も
開
か
れ
た
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
学
習
活
動
へ
の
協
力
・
支
援

（
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
の
講
師
や
学
習
活
動

の
補
助
の
推
進
な
ど
）

・
地
域
の
健
全
育
成
活
動
の
推

進
な
ど

・
授
業
や
行
事
の
公
開

・
学
校
施
設
の
開
放

・
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加

・
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど

地　域 小・中学校


